
命
竹
中
正
夫
「
同
志
社
と
ハ
ワ
イ
L
『
同
志
社
丁
メ
リ
カ
研
究
、

第
二
吾
方
、
一
九
八
六
年
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で
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↓
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@
原
田
和
歌
子
編
田
健
遺
染
』
、
昭
和
四
九
年

(
大
学
神
学
部
教
授
)

同
志
社
校
地
出
土
の
埋
文
化
財
⑫鈴
木
重
治

一
い
そ
う
ぷ

う
六
へ
ん

泥
像
仏
頭
断
片
(
鎌
倉
時
代
以
前
)

、

見

一
.

第
三
遺
構
検
出
面
で
出
土
し
た
S
K
三
0
一
三
も

そ
の
一
つ
で
あ
る
。

S
K
三
0
三
一
か
ら
は
、
奈
良
時
代
の
須
恵
器

の
ほ
か
、
鎌
倉
時
代
の
士
師
器
も
出
土
し
て
い

て
、
相
国
寺
の
創
建
以
前
の
も
の
ぱ
か
り
で
あ

る
。
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
の
が
写
真
に
示
し

た
仏
頭
の
断
片
で
あ
る
。

光
背
の
一
部
も
残
す
頭
部
片
は
、
い
わ
ゆ
る
泥

像
で
あ
っ
て
、
型
造
り
後
に
部
分
的
な
彫
り
や
ナ

デ
整
形
に
よ
っ
て
優
美
な
形
態
に
整
え
て
い
て
、

そ
の
胎
土
は
、
良
質
の
士
師
質
粘
土
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。
伏
見
人
形
な
ど
の
江
戸
時
代
の
土
人
形

と
違
っ
て
、
型
造
り
で
あ
っ
て
も
キ
ラ
ラ
な
ど
の

剥
籬
材
を
使
用
し
な
い
ぱ
か
り
か
、
白
釉
、
緑

泥
、
褐
釉
、
赤
色
顔
料
な
ど
の
表
面
装
飾
の
な
い

素
朴
な
泥
像
で
あ
る
。
豊
満
な
肉
付
に
加
え
、
眉

か
ら
鼻
に
か
け
て
の
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
な
弧
線
、

器
面
が
荒
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
よ
く
残
存
し
て

い
る
長
目
の
耳
な
ど
に
古
い
様
相
を
し
の
ぱ
せ
て

い
る
。
伴
出
の
資
料
の
中
植
は
鎌
倉
時
代
の
も
の

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
泥
像
仏
自
体
は
、
奈
良
時

代
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
可
能
性
が
あ
る
。

(
同
志
社
大
学
校
地
学
術
鋼
査
委
員
会
語
査
主
任
)

同
志
社
中
学
校
の
体
育
館
地
点
は
、
古
く
相
国

寺
境
内
の
西
南
部
に
当
っ
て
い
た
。
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
南
北
に
長
い
溝
が
、
築
地
塀

に
沿
う
側
泌
で
あ
る
。
こ
の
溝
の
東
側
、
つ
ま
り

旧
相
国
寺
.
の
境
内
に
は
大
、
小
の
廃
棄
坑
が
検
出

さ
れ
て
い
て
、
出
土
資
料
に
よ
っ
て
室
町
時
代
、

安
土
・
桃
山
時
代
な
ど
の
遺
構
が
区
別
さ
れ
た
。

こ
れ
.
ら
の
中
に
は
、
地
山
を
掘
り
込
ん
だ
も
の
も

あ
っ
九
が
、
奈
良
時
代
の
整
地
届
の
一
部
と
考
え

ら
れ
た
土
層
を
掘
り
込
ん
だ
も
の
も
み
ら
れ
た
。
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